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１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、銀行、ゲームセンター等不特定多数の人が利用する場所で、人の動き

等をカメラで撮影し、映像・音声を内蔵ＨＤＤに記録するものである。 

あらかじめ設定した特定の範囲の映像に動きがあった場合又は非常スイッチ（銀

行の窓口カウンター等に設置）をＯＮにすることにより、一秒間当たりの映像記録

コマ数を増やす機能を有しており、コマ数が増えた状態で動作していることを知ら

せる信号端子を有する。 

 また、単独で一般テレビジョン放送の映像・音声を記録することもできる。 

  

○構造、仕様、意匠  （ ）内は、コネクターの形状を示す。 

 映像信号：ＮＴＳＣ方式 

 映像入力：４～１６チャンネル（ＢＮＣ） 

 映像出力：４～１５チャンネル（ＢＮＣ、ＲＣＡ、Ｓ端子） 

 音声入力：１～４チャンネル（ＲＣＡ） 

 音声出力：２チャンネル（ＲＣＡ） 

 定 格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、６０Ｗ 

 

○主な使用者、販売先 

銀行、ゲームセンター、大規模店舗、流通センター等 

 

 

２ 対象・非対象の解釈 

 特定電気用品以外の電気用品中、電子応用機械器具の「その他の音響機器」とし

て取り扱う。 

  

（理由） 

 本製品は、映像・音声を記録するものであり、音声出力端子を有し、単独で動

作するものであることから、「その他の音響機器」として取り扱うことが妥当と

判断する。 

 なお、本製品は、セキュリティシステムに用いられ、一秒間あたりの映像記録コ

マ数が増えた状態で動作していることを知らせる信号出力端子を有するが、これは

防犯センサーからの信号でないこと、及び本製品自体の障害に係る通知を兼ねてい

ることから、防犯警報に該当しない。（本製品は、「防犯警報器」に該当しない。）

 

 

 

電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 


